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第
７
回
北
秋
田
市
産
業
祭
が
「
広
げ
よ
う 

未
来
に
つ
な
ぐ 

北
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
」
を
テ
ー

マ
に
、
10
月
26
日
・
27
日 

の
二
日
間
、
鷹
巣

体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
農
・
商
・
工
全
般

に
わ
た
る
展
示
品
の
観
覧
や
特
産
品
を
買
い
求

め
る
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド広げよう 未来につなぐ 北秋田ブランド

北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市北秋田市

第７回第７回第７回第７回

　
産
業
祭
は
、
市
全
体
の
地
場
産
業
の
振

興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
や
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
で
作
る
実
行
委

員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
７
回
目
の
開
催
。
台
風
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
当
日
の
天
気
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
会
場
の
鷹
巣
体
育
館
に
は
、
開

場
前
か
ら
大
勢
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

「
生
産
者
の
方
々
の
情
熱
を
感
じ

と
っ
て
も
ら
い
た
い
」〜
津
谷
市
長

　
26
日
の
午
前
10
時
に
体
育
館
入
り
口
で

行
わ
れ
た
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
津
谷

市
長
が
「
地
場
産
業
を
支
え
る
事
業
者
や

農
家
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
努
力
に
よ
り
、

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

７
回
目
の
産
業
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
回
の
産
業
祭
で
は
、
市
内
で
頑

張
る
企
業
の
皆
さ
ん
を
『
北
秋
田
ブ
ラ
ン

ド
』
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
地
元

企
業
の
方
々
に
も
新
た
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
若
い
世
代

が
地
元
の
産
業
に
関
心
を
持
ち
、
夢
や
希

望
、
誇
り
を
持
っ
て
地
元
企
業
に
就
職
で

き
る
よ
う
な
環
境
作
り
に
も
繋
げ
て
い
き

た
い
。
会
場
内
に
は
、
農
・
商
・
工
そ
れ

ぞ
れ
の
展
示
が
あ
り
ま
す
が
、
来
場
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
、
安
全
で
安
心
な
農
作
物

の
生
産
や
、
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
の
環
境
づ
く
り
と
モ
ノ
作
り
に
対
す
る

生
産
者
の
方
々
の
情
熱
を
感
じ
と
っ
て
も

ら
い
た
い
」
な
ど
と
主
催
者
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

農
産
物
品
評
会
表
彰 

１
等
賞
11
点

　
農
産
物
品
評
会
に
は
、
３
４
４
点
の
農

産
物
が
出
展
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
市
長
賞

を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
組
合
長
賞
、
Ｊ

Ａ
あ
き
た
北
央
組
合
長
賞
、
秋
田
県
た
ば

こ
耕
作
組
合
長
賞
の
１
等
賞
11
点
、
２
等

賞
20
点
、
３
等
賞
24
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。
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市
長
賞
を
受
賞
し
た
「
生
シ
イ
タ
ケ
」

（
武
石
あ
や
子
さ
ん
・
日
栄
）

市
長
賞
を
受
賞
し
た
「
山
の
芋
」

（
亀
山
正
藏
さ
ん
・
田
沢
）

▼▼

会
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し

　
館
内
は
、
従
来
ま
で
の
農
産
物
展
示
品

評
会
、
事
業
者
に
よ
る
企
業
製
品
の
展
示

や
販
売
、
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
の
学
校
活

動
の
紹
介
、
秋
田
内
陸
線
の
Ｐ
Ｒ
、
鷹
巣
・

北
秋
田
建
設
技
能
組
合
に
よ
る
建
築
技
能

大
会
課
題
実
演
に
加
え
、
市
内
の
製
造
業

の
事
業
者
に
よ
る
ブ
ー
ス
が
増
え
た
ほ
か
、

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
ら
約
３

８
０
人
が
、
働
く
両
親
の
姿
を
描
い
た
産

業
絵
画
展
や
、
昨
年
の
産
業
祭
で
お
披
露

目
さ
れ
た
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
バ
タ
も
っ
ち
を
粘
土
で
作
る

コ
ー
ナ
ー
、
大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

来
場
者
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
農
事
組
合
法

人
坊
沢
営
農
組
合
の
と
う
ふ
早
食
い
大
会

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
サ
ブ
体
育
館
で
行
わ

れ
た
「
び
っ
く
り
商
業
祭
」
で
は
、
人
気

の
バ
タ
ー
餅
の
販
売
を
は
じ
め
、
農
産
物

や
お
菓
子
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
が
格
安

販
売
さ
れ
、
多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
会
場
周
辺
の
野
外
テ

ン
ト
村
で
は
、Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
の
比
内

地
鶏
鉄
板
焼
き
格
安
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
北

秋
田
Ｂ
級
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
、
う
ど
ん
や

そ
ば
の
食
堂
、
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
車

両
展
、
地
震
体
験
や
煙
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
、

軽
装
甲
機
動
車
や
警
察
車
両
の
ふ
れ
あ
い

展
示
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
組
合
長
賞
】（
４
点
）

▽
長
ネ
ギ（
佐
藤
博
さ
ん
・
脇
神
）▽
南
瓜（
坊

沢
営
農
組
合
）▽
し
し
と
う（
佐
藤
廣
治
さ
ん
・

深
沢
）▽
セ
リ（
佐
藤
ミ
ネ
さ
ん・田
子
ヶ
沢
）

【
Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
組
合
長
賞
】（
４
点
）

▽
ス
プ
レ
ー
菊（
根
田
洋
子
さ
ん
・
長
野
）▽

き
ゃ
べ
つ（
佐
藤
誠
行
さ
ん
・
松
栄
）▽
リ
ン
ゴ

（
伊
東
忠
敏
さ
ん
・
杉
山
田
）▽
ト
マ
ト（
金 

久

子
さ
ん・本
城
）

【
秋
田
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞
】（
１
点
）

▽
葉
た
ば
こ（
關 

多
悦
さ
ん・上
杉
）
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、
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物
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ま
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た
。
さ
ら
に
会
場
周
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野
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央
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比
内

地
鶏
鉄
板
焼
き
格
安
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
北

秋
田
Ｂ
級
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
、
う
ど
ん
や

そ
ば
の
食
堂
、
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
車

両
展
、
地
震
体
験
や
煙
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
、

軽
装
甲
機
動
車
や
警
察
車
両
の
ふ
れ
あ
い

展
示
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ＢＩＧ４の皆さん　と　バタもっち
Ｂ
Ｍ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３

プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

　
産
業
祭
開
催
期
間
中
に
は
、
昨
年
行
わ

れ
て
好
評
を
博
し
た
、
プ
ロ
が
作
る
バ

タ
ー
餅
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
Ｂ
Ｍ
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
３
プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
産
業
祭
に
来
場
さ

れ
た
方
の
中
か
ら
、
先
着
５
０
０
人
が
審

査
員
と
し
て
バ
タ
ー
餅
を
製
造
販
売
す
る

６
社
の
バ
タ
ー
餅
を
食
べ
比
べ
、
一
番
お

い
し
い
と
思
う
バ
タ
ー
餅
に
投
票
し
、
票

の
多
か
っ
た
上
位
４
社
を
Ｂ
Ｉ
Ｇ
４
と
し

て
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
昨
年
度
と
同
じ
く
『
み

う
ら
庵
』、『
マ
ッ
コ
工
房
』、『
大
川
米
屋
』、

『
鷹
松
堂
』
の
４
社
が
、Ｂ
Ｉ
Ｇ
４
に
選
ば

れ
ま
し
た
。 

ＢＭセレクション２０１３プロコンテスト

市
内
事
業
者
に
よ
る
企
業
製
品
の
展
示

①ＢＭセレクション2013プロコンテスト投票／②坊沢のとうふ早食い競争
③鷹巣・北秋田建設技能組合会員による実演／④農産物品評会
⑤日立建機展／⑥びっくり商業祭
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北秋田市民歌の歌詞が決定

に
了
解
を
得
て
い
ま
す
」
な
ど
と
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、
審
査
の
基
準
に
つ
い
て

「
小
学
校
の
中
学
年
以
上
の
人
が
、
読
ん

で
理
解
の
で
き
る
歌
詞
で
あ
る
こ
と
と
、

格
調
が
高
く
、
歌
い
や
す
い
歌
詞
に
し
た

い
と
考
え
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
応
募
作
品
を
見
る
と
『
大
野
台
』、『
伊

勢
堂
岱
』、『
マ
タ
ギ
』、『
大
太
鼓
』 

と
い

う
固
有
名
詞
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
北

秋
田
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、

歌
詞
に
は
で
き
る
だ
け
入
れ
な
い
方
が
良

い
と
い
う
方
向
で
話
し
合
い
ま
し
た
」
な

ど
と
説
明
。

  

報
告
を
受
け
、
津
谷
市
長
は
「
北
秋
田

市
の
姿
を
表
し
、
市
民
が
夢
と
希
望
を
持

て
る
歌
詞
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
大
変

ご
難
儀
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
旧
町
や
各

地
域
の
歴
史
や
文
化
は
大
事
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
も

の
を
歌
詞
に
入
れ
て
い
く
と
、
合
併
し
た

北
秋
田
市
と
い
う
全
体
の
一
体
感
が
薄
れ

て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま

し
た
。
市
民
歌
は
北
秋
田
市
の
融
和
と
、

こ
れ
か
ら
市
を
支
え
る
若
い
人
が
希
望
と

夢
を
も
っ
て
も
ら
え
る
た
め
の
励
ま
し
の

歌
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歌
詞
を

決
定
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
な
ど
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
作
曲
者
と
し
て
応
募
い
た
だ

い
た
27
人
に
今
回
決
定
し
た
歌
詞
を
送
り
、

平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で
に
作
曲
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
選
定
委
員
会

で
選
考
し
、
平
成
26
年
３
月
中
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
の
岡
部
さ
ん
は
、
歌
詞
に
つ

い
て
「
未
来
へ
と
羽
ば
た
く
活
気
あ
ふ
れ

る
北
秋
田
市
の
姿
を
、
北
秋
田
市
の
風
景

の
中
に
織
り
込
み
、
表
現
し
た
も
の
で
す
。

幅
広
い
世
代
の
皆
様
に
想
い
が
伝
わ
る
よ

う
に
出
来
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
を
多

用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夢
を
抱
い
て

希
望
に
輝
く
北
秋
田
市
の
姿
が
、
浮
か
び

上
が
る
よ
う
な
市
民
歌
に
仕
上
げ
ま
し

た
」
と
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

市
民
歌
制
定
委
員
長
が
津
谷
市
長
へ
報
告

  
  

北
秋
田
市
民
歌
制
定
委
員
会
の
亀
谷
健

樹
委
員
長
が
、10
月
31
日
、市
役
所
を
訪
れ
、

同
委
員
会
が
選
定
し
た
市
民
歌
の
歌
詞
を

津
谷
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
市
民
歌
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
に
予
定
し
て
い
る
市
政
施
行
10
周
年

事
業
に
合
わ
せ
た
市
民
歌
の
公
表
を
目
指

し
、
昨
年
の
12
月
26
日
に
北
秋
田
市
民
歌

制
定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
７
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
の
期
間
で
募
集
を
し
た
と

こ
ろ
50
件
の
応
募
が
あ
り
、
10
月
29
日
に

開
催
さ
れ
た
制
定
委
員
会
で
の
審
査
の
結

果
、
岡
部
剛
機
さ
ん
（
奈
良
県
）
の
歌
詞

が
最
優
秀
賞
に
、
簗
瀬
均
さ
ん
（
湯
沢
市
）、

穐
山
定
文
さ
ん
（
山
梨
県
）、
福
原
勝
紀

さ
ん
（
北
秋
田
市
）
の
３
氏
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
日
、
報
告
に
訪
れ
た
亀
谷
委
員
長

は
、
最
優
秀
作
品
を
津
谷
市
長
に
手
渡
し

「
全
国
か
ら
50
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
者

の
名
前
な
ど
は
見
ず
に
厳
正
か
つ
慎
重
に

検
討
し
た
結
果
、
こ
の
作
品
を
最
優
秀
賞

に
決
定
し
ま
し
た
。
一
部
、
制
定
委
員
会

で
補
作
し
て
い
ま
す
が
、
作
者
に
も
す
で

空
を
仰
げ
ば
　
森
吉
の

峰
は
気
高
く
　
そ
び
え
立
つ

若
い
力
と
　
人
の
和
で

幸
せ
築
き
　
進
み
行
く

あ
あ
　
誇
ら
し
い
　
北
秋
田

希
望
に
輝
く
　
ふ
る
さ
と
よ

水
は
き
ら
め
く
　
米
代
と

阿
仁
の
流
れ
が
　
つ
む
ぐ
夢

め
ぐ
る
季
節
も
　
鮮
や
か
に

豊
か
な
恵
み
　
幸
を
呼
ぶ

あ
あ
　
麗
し
い
　
北
秋
田

命
を
彩
る
　
ふ
る
さ
と
よ

浪
漫
漂
う
　
縄
文
の

遙
か
な
歴
史
　
受
け
継
い
で

理
想
抱
い
て
　
は
ず
む
声

文
化
の
花
も
　
咲
き
香
る

あ
あ
　
愛
お
し
い
　
北
秋
田

未
来
へ
羽
ば
た
く
　
ふ
る
さ
と
よ 

北 
秋 
田 

市 

民 

歌

作
詞
　
岡 

部 

剛 

機

補
作
　
市
民
歌
制
定
委
員
会

▲最優秀作品を津谷市長へ手渡す亀谷健樹
制定委員長

一
、

二
、

三
、

お
か
べ
た
け
き

や
な
せ
ひ
と
し

あ
き
や
ま
さ
だ
ふ
み

ふ
く
は
ら
か
つ
の
り
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「高齢者安心サポートに関する協定」調印式／市長ダイアリー

▲協定を締結し握手を交わす、津谷市長と
八巻秀雄鷹巣郵便局長

　
市
内
15
郵
便
局
と
市
の
「
高
齢
者
安
心

サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が

10
月
31
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
は
、
郵
便
配
達
時
や
郵
便
局
で
の

窓
口
対
応
の
際
に
、
郵
便
物
や
新
聞
が
３

日
以
上
郵
便
受
け
な
ど
に
溜
ま
っ
て
い
る

場
合
や
振
り
込
め
詐
欺
の
疑
い
が
あ
る
場

合
、
鷹
巣
郵
便
局
を
通
し
て
市
役
所
や
警

察
署
、
消
防
本
部
な
ど
の
関
係
機
関
へ
連

絡
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
郵
便
配
達
時
に
お
け
る
見

守
り
協
定
を
市
町
村
と
締
結
し
て
い
る
事

例
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、

窓
口
対
応
時
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
協
定

を
締
結
し
た
の
は
、
東
北
地
方
で
は
当
市

が
初
め
て
で
す
。

　
調
印
式
に
は
市
と
郵
便
局
の
関
係
者
10

人
が
出
席
し
、
津
谷
市
長
と
市
内
郵
便
局

を
代
表
し
て
八
巻
秀
雄
鷹
巣
郵
便
局
長
が

協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
調
印
後
、
津
谷
市
長
は
「
市
の
高
齢
化

率
は
９
月
末
現
在
37
・
77
％
。
悪
徳
商
法

な
ど
か
ら
高
齢
者
を
守
る
見
守
り
活
動
の

推
進
が
重
要
な
課
題
で
す
。
平
成
17
年
に

は
郵
便
局
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
定

に
関
す
る
覚
書
も
締
結
し
て
お
り
、
災
害

時
は
も
と
よ
り
、
市
民
が
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
今
後
も
一

層
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
八
巻
局
長
は
「
市
内
に
は
簡
易

郵
便
局
を
除
き
15
郵
便
局
が
あ
り
、
そ
の

中
で
郵
便
配
達
に
約
50
人
、
貯
金
や
保
険

な
ど
の
個
別
訪
問
活
動
に
約
10
人
、
窓
口

対
応
に
約
40
人
の
合
わ
せ
て
１
０
０
人
の

社
員
が
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活

用
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

に
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

「
高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
協
定
」
調
印
式

安
心
・
安
全
目
指
し
郵
便
局
と
連
携

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

10
月
16
日（
水
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
第
５
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

18
日（
金
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式（
中
央
公
民
館
）

▽
合
川
中
学
校
生
徒
ほ
か「
合
川
ま
と
火
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

１
３
」報
告（
本
庁
舎
）

19
日（
土
）▽「
大
綱
引
き
大
会
２
０
１
３
」開
会
式（
銀
座
通
商
店
街
）

22
日（
火
）▽
第
２
回
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

24
日（
木
）▽
小
森
大
清
水
会
ほ
か
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
賞
等
受
賞
報

告（
本
庁
舎
）

25
日（
金
）▽
大
沢・田
沢
会
館
合
同
完
成
祝
賀
会（
栄
公
民
館
）

26
日（
土
）▽
第
７
回
北
秋
田
市
産
業
祭
開
会
式（
鷹
巣
体
育
館
）▽
自
由
民
主
党

秋
田
県
連
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に
よ
る
政
策
説
明

会（
秋
田
市
）

27
日（
日
）▽
現
代
詩
の
祭
典
次
期
開
催
地
引
継
セ
レ
モ
ニ
ー（
山
梨
県
笛
吹
市
）

30
日（
水
）▽
日
沿
道
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
Ｈ
25
秋
期
合
同
要
望（
東
京
都
）

11
月
２
日（
土
）▽
藤
里
町
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典（
藤
里
町
）▽
出
川
禮
一
さ
ん

「
信
頼・友
情
の
八
十
年
」出
版
を
祝
う
会（
中
央
公
民
館
）

５
日（
火
）▽
合
川
北
地
区
自
治
会
長
会
行
政
報
告（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

６
日（
水
）▽
秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）▽
平
成
25
年
度

秋
田
県
知
事
と
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会（
秋
田
市
）

７
日（
木
）▽
12
月
補
正
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）

８
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会（
綴
子
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
）

11
日（
月
）▽
佐
藤
勝
雄
氏
日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
78
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

12
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑（
本
庁
舎
）

13
日（
水
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会（
本
庁
舎
）

14
日（
木
）▽
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

15
日（
金
）▽
第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
第
１
回
実
行
委
員
会（
中
央
公
民
館
）
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北林 貞男さん
（米代町・66歳）

黄
綬
褒
章

－業務精励－

　政府は11月２日付で、平成25年秋の褒章を発表しました。北秋田市からは、秋田県信用組合理事長の

北林貞男さんが業務精励（金融業）で「黄綬褒章」を受章されました。

▲津谷市長に受賞を報告する市社会教育委員の
小林節子さん

　
東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
市
社
会
教
育
委
員
の
小

林
節
子
さ
ん
（
66
歳
・
米
内
沢
）
が
、
10
月

18
日
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
平
成
15
年
４
月
に
旧
森
吉

町
社
会
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
合
併
後
も

市
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会
教
育
中
期
計

画
の
策
定
に
関
わ
る
な
ど
、
広
く
社
会
教
育

振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
推
進
的
な

役
割
を
担
う
「
あ
き
た
Ｆ・
Ｆ
推
進
員
」
と
し

て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
津
谷
市
長
へ
受
賞
を
報
告
し
た
小
林
さ
ん

は
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
吸
い
上
げ
、
こ

れ
か
ら
も
出
来
る
限
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

東北社教委員連絡協議会長表彰を受賞 ●市社会教育委員小林節子さん

　
昭
和
41
年
か
ら
47
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ

て
信
用
組
合
の
業
務
に
精
励
し
、
人
々
の
模

範
と
な
る
め
ざ
ま
し
い
業
績
を
有
し
て
い
る

と
し
て
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
林
さ
ん
は
昭
和
41
年
大
館
商
業
高
校
を

卒
業
し
、
旧
北
秋
信
用
組
合
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
２
年
４
月
に
秋
田
商
工
、
北
秋
、

鹿
角
の
３
信
用
組
合
が
合
併
し
、
県
信
用
組

合
と
し
て
発
足
。
11
年
に
常
勤
理
事
、
12
年

か
ら
21
年
ま
で
専
務
理
事
、
21
年
６
月
か
ら

理
事
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
の
経
済
発

展
に
寄
与
す
べ
く
、
地
域
密
着
及
び
堅
実
経

営
を
推
進
し
、
協
同
組
織
金
融
機
関
と
し
て

強
固
な
基
盤
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
は
県
信
用
保
証
協
会
理
事
、
信
用
組
合

東
北
協
会
理
事
な
ど
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
大
変
光
栄
に
感
じ
て
い

ま
す
。
信
用
組
合
が
長
年
に
わ
た
り
地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
そ
の
取
り
組
み
が

組
織
と
し
て
評
価
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
寂
し
い
で
す
が
、
さ

ら
に
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
内
閣
府
が
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
っ

た
り
、
地
域
で
積
極
的
に
活
動
を
す
る
高
齢

者
に
贈
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
章
」
を
受
章
し
た

髙
橋
重
敏
さ
ん
（
80
歳
・
元
町
）
が
、
10
月

17
日
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
章
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
障
が
い
児
教
育
の
教
員
の

経
験
を
生
か
し
、
特
殊
教
育
地
域
セ
ン
タ
ー

報
「
絆
」
を
平
成
５
年
か
ら
14
年
ま
で
自
主

発
行
し
教
育
機
関
へ
週
１
回
配
布
。
現
在
も

特
別
支
援
教
育
実
践
記
録
展
や
講
演
会
活
動
、

自
主
製
作
し
た
障
が
い
児
の
成
長
記
録
映
像

の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
、
教
育
現
場
や
障
が

い
児
の
親
の
会
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
受
章
を
受
け
髙
橋
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
あ
る
限
り
、
何
ら
か
の
形
で
応
援
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

内閣府の「エイジレス章」を受章 ●障がい児教育支援の髙橋重敏さん

▲津谷市長に「エイジレス章」の受章を報告す
る髙橋重敏さん

受章おめでとうございます受章おめでとうございます受章おめでとうございます
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▲熊谷淳・秋田県北秋田地域振興局長から叙
勲の伝達を受ける加賀ヒロ子さん

町の発展に多大な貢献 ●故加賀松藏氏叙位叙勲伝達式

●故佐藤勘重氏叙勲伝達式

▲熊谷淳・秋田県北秋田地域振興局長から叙
勲の伝達を受ける佐藤睦子さん

産業振興の推進に寄与 

▲熊谷淳・秋田県北秋田地域振興局長から叙
勲の伝達を受ける三沢智壽夫さん

地方自治の発展に尽力 ●故三沢實氏叙位叙勲伝達式
　
元
鷹
巣
町
議
会
議
長
で
、
今
年
４
月
に
逝

去
さ
れ
た
三
沢
實
氏
（
享
年
85
歳
・
綴
子
）

が
こ
の
ほ
ど
、正
六
位
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
、

10
月
23
日
、
市
役
所
で
叙
位
叙
勲
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
三
沢
氏
は
昭
和
39
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で

８
期
32
年
に
わ
た
っ
て
鷹
巣
町
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
在
職
中
に
は
、
建
設
水
道
常
任
委

員
長
、
副
議
長
、
議
長
な
ど
を
歴
任
し
、
土

木
行
政
の
発
展
と
円
滑
で
活
力
あ
る
議
会
運

営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
二
男
の
智
壽
夫
さ
ん
（
60

歳
・
秋
田
市
在
住
）
が
出
席
。
伝
達
を
受
け

智
壽
夫
さ
ん
は
「
受
章
は
、
本
人
も
大
変
喜

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
帰
っ
た
ら
早
速
報

告
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
元
森
吉
町
議
会
副
議
長
で
、
今
年
６
月
に
逝

去
さ
れ
た
加
賀
松
藏
氏
（
享
年
78
歳
・
桂
瀬
）

が
こ
の
ほ
ど
、
従
六
位
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
、

10
月
23
日
、
市
役
所
で
叙
位
叙
勲
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
加
賀
氏
は
昭
和
48
年
か
ら
平
成
９
年
ま
で
６

期
24
年
に
わ
た
っ
て
森
吉
町
議
会
議
員
を
務
め

ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
昭
和
60
年
か
ら
の
４
年
間
は
副
議
長
と

し
て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
ほ
か
、

文
教
常
任
委
員
長
、
教
育
民
生
常
任
委
員
長
を

歴
任
し
、
町
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
妻
の
ヒ
ロ
子
さ
ん
（
77
歳
）

が
出
席
。
伝
達
を
受
け
ヒ
ロ
子
さ
ん
は
「
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
人
が
元
気
で
い
た
ら
大
変

喜
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
元
鷹
巣
町
議
会
副
議
長
で
、
今
年
５
月
に

逝
去
さ
れ
た
佐
藤
勘
重
氏
（
享
年
83
歳
・
七

日
市
）
が
こ
の
ほ
ど
、
旭
日
単
光
章
を
受
章

し
、
10
月
31
日
、
市
役
所
で
叙
勲
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
佐
藤
氏
は
平
成
４
年
か
ら
16
年
ま
で
３
期

12
年
に
わ
た
っ
て
鷹
巣
町
議
会
議
員
を
務
め

ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
平
成
10
年
か
ら
12
年
ま
で
は
副
議

長
と
し
て
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
れ
ら
た

ほ
か
、
産
業
経
済
常
任
委
員
と
し
て
、
産
業

振
興
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
妻
の
睦
子
さ
ん
（
78
歳
）

が
出
席
。
伝
達
を
受
け
睦
子
さ
ん
は
「
受
章

は
皆
さ
ん
の
支
援
が
あ
っ
て
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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阿
仁
合
地
区
の
寺
院
を
会
場
に
「
阿
仁
い

け
ば
な
芸
術
祭
」
が
10
月
19
日
か
ら
31
日
ま

で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
の
来
訪
者
が
華
道

の
五
流
派
に
よ
る
生
け
花
作
品
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

　
芸
術
祭
は
、
阿
仁
合
地
区
の
４
０
０
年
前

後
の
歴
史
を
持
つ
６
寺
院
に
、
生
け
花
作
家

の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
誘
客
に
つ
な
げ

よ
う
と
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
が
主

催
し
た
も
の
。
今
回
は
、
小
原
流
能
代
支
部
、

華
道
緑
葉
式
、
嵯
峨
御
流
秋
田
司
所
、
草
月

流
秋
田
県
支
部
、
竹
青
華
道
会
の
13
人
の
生

け
花
作
家
が
制
作
し
ま
し
た
。

　
来
訪
者
は
、
斬
新
な
作
品
に
足
を
止
め
て

見
入
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ま
た
、

境
内
を
歩
い
た
り
し
な
が
ら
芸
術
と
歴
史
の

競
演
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲善勝寺の山門前に展示された作品を鑑賞
する来訪者

生け花五流派と寺院の競演 ●阿仁いけばな芸術祭

　
秋
田
内
陸
線
「
阿
仁
合

－

比
立
内　
開
業

50
年
祭
」
が
10
月
19
日
、
比
立
内
駅
前
で
行

わ
れ
、
関
係
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
節

目
を
祝
う
と
と
も
に
、
改
め
て
内
陸
線
の
存

続
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
秋
田
内
陸
線
の
前
身
の
阿
仁
合
線
は
、
昭

和
９
年
に
鷹
巣

－
米
内
沢
間
が
開
通
、
10
年

に
阿
仁
前
田
、
11
年
に
阿
仁
合
ま
で
延
伸
。

そ
の
後
、
戦
争
な
ど
で
工
事
が
中
断
し
、
38

年
10
月
15
日
に
比
立
内
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、式
典
を
は
じ
め「
阿
仁
合
線
・

内
陸
線
」の
写
真
展
、「
懐
か
し
の
阿
仁
合
線
」

の
上
映
、
開
業
を
振
り
返
る
「
昔
語
り
」、 

郷
土
芸
能
、
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
会
有
志
に
よ
る
「
が
っ
こ
カ

フ
ェ
」
な
ど
も
出
店
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲自治会関係者など約200人が参加して節
目を祝いました

存続のために力を合わせて ●阿仁合ー比立内　開業50年祭

　
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
基

礎
講
座
が
10
月
19
日
、
合
川
公
民
館
で
開
か

れ
、
市
民
約
60
人
が
参
加
し
、
男
女
共
同
参

画
の
意
義
や
住
民
が
主
役
の
地
域
づ
く
り
の

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授
の

佐
々
木
尚
毅
氏
が
「
幸
せ
に
生
き
る
力
〜
私

が
変
わ
る　
あ
な
た
が
変
わ
る　
地
域
が
変

わ
る
」と
題
し
て
講
演
。佐
々
木
教
授
は
、「
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
、
他
人
の
た
め

に
も
喜
ん
で
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
皆

が
主
役
の
地
域
に
な
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
が

男
女
共
同
参
画
社
会
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
参
加
者
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

常
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
積
極
的
に

討
議
し
ま
し
た
。

▲活発な意見が交わされたグループディス
カッション

皆が主役の地域を目指して ●男女共同参画社会づくり基礎講座
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「
大
綱
引
き
大
会
２
０
１
３
」
と
「
ス
ー

パ
ー
軽
ト
ラ
市
」
が
10
月
19
日
に
合
同
で
開

催
さ
れ
、 

会
場
と
な
っ
た
鷹
巣
銀
座
通
商
店

街
は
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
大
綱
引
き
大
会
に
は
、
秋
田
北
鷹
高
校
の

生
徒
の
ほ
か
同
校
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、商
工
会
・

商
店
会
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
、
市
役
所
か
ら
合
わ

せ
て
25
チ
ー
ム
が
参
加
。
生
徒
や
市
民
か
ら

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
る
な
か
、
手
に
汗
握

る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
軽
ト
ラ
市
会
場
で
は
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
店
が
立
ち
並
び
、
大
勢

の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。ま
た
、会
場
内
で
は
、

よ
し
も
と
芸
人
「
ち
ぇ
す
」
に
よ
る
お
笑
い

ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▲大勢の人でにぎわったスーパー軽トラ市
会場

合同開催で商店街に活気を ●大綱引き大会・スーパー軽トラ市

　
「
詩
表
現
を
楽
し
む
つ
ど
い
」が
10
月
20
日
、

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
約
60
人
の
参
加
者
が
、
感
情
豊
か
に
朗

読
さ
れ
る
詩
や
講
演
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
つ
ど
い
は
、
来
年
秋
に
開
催
さ
れ
る

第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
の

「
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
山
水
み
な
詩

の
国　
あ
き
た
〜
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
芸
能
や
合
唱
を
楽
し

み
な
が
ら
現
代
詩
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
太
鼓
の
演
奏
や
合
唱
、
合

唱
曲
の
詩
の
朗
読
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
秋
田
県
現
代
詩
人
協
会
会
員
ら

が
作
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
学
博
士
で
詩
人
の
田
代
卓
氏
が

「
二
年
間
暮
ら
し
た
ブ
ー
タ
ン
」
と
題
し
て

講
演
し
体
験
談
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。▲秋田県現代詩人協会会員の作詩の朗読に

じっと耳を傾ける参加者

文化の力で地域と人を元気に ●詩表現を楽しむつどい

▲息の合った美しいハーモニーを披露する森
吉中学校の３年生

成田為三生誕120周年に名曲歌う ●第８回浜辺の歌音楽祭
　
成
田
為
三
の
生
誕
１
２
０
周
年
を
記
念
し

た
第
８
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
11
月
２
日
、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
保
育
園
児
や
小

中
学
生
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
成
田
為
三

の
楽
曲
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
曲
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
音
楽
祭
に
は
21
団
体
約
７
０
０
人

が
参
加
。
園
児
や
小
学
生
が
元
気
溢
れ
る
歌

声
と
振
り
付
け
を
披
露
し
、
中
学
生
や
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響

か
せ
て
、
満
場
の
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
演
奏
で
は
宮
城
教
育
大
学
准
教
授
の

原
田
博
之
氏
が
、
仙
台
市
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
古
賀
望
子
氏
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
、『
浜
辺
の
歌
』『
赤
と
ん
ぼ
』
な

ど
数
曲
を
歌
い
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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作家・渡邊喜惠子さんを語る作家・渡邊喜惠子さんを語る

　11月１日から文化会館で開催中の「直木賞作家渡
邊喜惠子生誕 100 周年記念展」の一環として、11月
９日に劇団文化座の俳優・阿部勉氏の特別講演会が、
みちのく子供風土記館で行われました。
　講演は、たかのす劇団代表・成田豊人氏との対談形
式で行われ、平成３年たかのす風土館（現・文化会館）
がオープンした際に、文化座によって上演された芝居
「みちのく子供風土記」の思い出や、渡邊さんとのエ
ピソ－ドなどが語られました。
　また、講演には渡邊さんの親族や、直木賞受賞作「馬 　▲講演する阿部勉さん(左)と成田豊人さん(右)

渕川」の題材になった岩手県二戸市から市の職員が駆
けつけ、交流を深めました。

「つなげる力」が生き方を変える「つなげる力」が生き方を変える

　「世界でいちばん受けたい授業［よのなか］科 in
合川中」が 11月８日に開かれ、東京都で義務教育
初の民間校長を務めた藤原和博氏が公開授業を行い、
生徒や地域住民らが人生に役立つキャリア形成や世
の中の「納得解」を求めることを学びました。
　講演のなかで藤原氏は、互いのアイデアを引き出
しながら「人生の中で、柔軟な発想を持ち、全く違
う要素をつなげ、新しいものを創り上げていくこと
が大切」などと助言しました。また、午後からは合
川公民館で『「つなげる力」が生き方を変える～地 　▲藤原和博氏による公開授業

域づくり×人づくりに必要な「本当の力」を育もう』
と題して講演会が行われました。　

むかしながらのドーナツ作りむかしながらのドーナツ作り

　合川公民館主催の「子どもおやつ教室」が 10月
21日に合川西児童クラブで行われ、放課後児童ク
ラブといきいきタイムの児童ら 25人が参加し、ドー
ナツ作りに挑戦しました。
　ドーナツ作りは、生地を麺棒でのばしたり、型抜
きでリング形にするなど、地域のボランティアの皆
さんに教わりながら、にぎやかに進められました。
　また、ドーナツを揚げている間には、成田友加子
さん（坊沢）を講師に音楽に合わせたストレッチや
絵本の読み聞かせで楽しい時間を過ごしました。 　▲手に粉をつけて型抜きに挑戦！

　参加した児童からは「おいしかった。家でもまた
作ってみたい」などの感想が寄せられました。

～劇団文化座俳優・阿部勉 特別講演会～

～公民館『おらほの地域応援し隊』プログラム～

～合川公民館「子どもおやつ教室」～
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学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

69

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
民
俗
芸
能
）

○「
坊
沢
獅
子
踊
り
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
坊
沢

◇
管
理
者　
坊
沢
獅
子
踊
り
保
存
会

〈
内
容
〉

　
奴
踊
り
、
獅
子
踊
り
、
棒
使
い

〈
起
源
〉

　
藩
政
時
代
の
今
か
ら
約
３
０
０
年
前
、

お
盆
に
な
る
と
村
の
若
勢
（
若
者
）
た

ち
が
集
ま
り
、「
厄
除
け
獅
子
」
を
主

体
に
、
大
名
行
列
の
姿
を
ま
ね
た
奴
踊

り
を
演
じ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
享
保
10
年
（
１
７
２
５
年
）
に
起
き

た
「
五
義
民
事
件
」
で
犠
牲
に
な
っ
た

５
人
の
義
民
の
霊
を
憐
れ
み
慰
め
る
た

め
、
そ
の
墓
前
で
も
演
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
太
平
洋
戦
争
中
は
一
時
中
断
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
復
活
し
、

そ
の
後
「
獅
子
踊
り
保
存
会
」
が
結
成

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〈
構
成
〉

　
戦
前
は
、
上
（
か
み
）、
下
（
し
も
）

の
二
派
に
別
れ
て
い
ま
し
た
。

１
．
ぶ
っ
込
み
、
２
．
獅
子
踊
り
、
３
．

奴
踊
り
（
ぶ
っ
込
み
・
廻
り
扇
奴
・
あ

や
奴
・
朝
日
山
な
ど
）
４
．
棒
使
い

　
特
に
獅
子
踊
り
は
、
小
太
鼓
を
持
た

な
い
の
が
他
の
獅
子
踊
り
と
異
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
８
月
14
日
午

後
２
時
に
永
安
寺
境
内
で
最
初
の
演
技

が
行
わ
れ
、
奴
踊
り
、
獅
子
踊
り
、
棒

使
い
の
順
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
踊
り
の
日
に
は
、
神
社
に
安
置
さ
れ

て
い
る
獅
子
頭
を
神
職
が
取
り
出
し
、

舞
手
ら
一
同
が
礼
拝
を
し
て
か
ら
始
め

ま
す
。
順
路
は
、
永
安
寺
か
ら
神
社
、

地
区
内
数
カ
所
、

五
義
民
碑
前
で
締

め
く
く
り
ま
す
。

以
前
は
８
月
13
日

〜
20
日
ま
で
の
間
、

村
内
を
は
じ
め
周

辺
集
落
に
も
出
て

演
じ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
現
在
は

14
日
の
み
で
す
。

▽
平
成
25
年
６
月
27
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、「
日
本
史
辞
典
」（
角
川
新
版
）、

「
広
辞
苑
」、「
鷹
巣
町
史
第
１
巻
」、
嶺

脇
勉
氏
作
成
資
料 

ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

　
「
ま
ち
の
宝
を
見
つ
け
出
せ
！
郷
土
の

誇
り
を
子
ど
も
た
ち
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

期
日　
12
月
８
日（
日
）

時
間　
９
時
30
分
〜
15
時

会
場　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
基
調
講
演
（
９
時
30
分
〜
）

演
題　
『
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
の
奇
跡
』

講
師　
三
重
県
多
気
町
ま
ち
の
宝
創
造
特

　
　
　
命
監　
岸
川
政
之　
氏

◆
事
例
発
表
（
11
時
15
分
〜
）

◆
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
（
13
時
〜
）

　

各
種
講
座
な
ど
で
学
習
し
た
成
果
を
伝

え
、今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
12
月
14
日（
土
）　
10
時
〜
15
時

会
場　
中
央
公
民
館

◆
ス
テ
ー
ジ
発
表　
鷹
巣
中
央
小
学
校
三

味
線
ク
ラ
ブ
／
ス
コッ
プ
三
味
線
講
座　
ほ
か

◆
体
験
コ
ー
ナ
ー　
手
づ
く
り
ク
ラ
フ
ト

／
秋
田
北
鷹
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ 

ほ
か

◆
比
内
養
護
学
校
た
か
の
す
分
校　

『
絆
カ
フ
ェ
』
コ
ー
ヒ
ー
１
２
０
円
ほ
か

　
第
３
回『
ふ
る
さ
と
の
未
来・再
考
！

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

申
問
　
　

 

生
涯
学
習
課
☎
62‐

１
１
３
０

 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

 

〜
ま
な
ぼ
う
・
あ
そ
ぼ
う
・
つ
た
え
よ
う
〜

申
問

合
川
公
民
館
☎
78‐

２
１
１
４

　
合
川
公
民
館
公
開
講
座

　
阿
仁
公
民
館
公
開
講
座

　
　

 

阿
仁
公
民
館
☎
82‐
２
２
２
０

申
問

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

日
時　
12
月
19
日（
木
）

時
間　
14
時
〜
16
時

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
た
か
の
す
フ
ラ
ワ
ー

定
員　
先
着
15
人

参
加
費　

２
０
０
０
円

持
ち
物　
花
切
用
ハ
サ
ミ

○
ミ
ニ
は
ご
い
た
作
り
教
室

日
時　
12
月
20
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
12
時

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
平
川
富
子
さ
ん

定
員　
先
着
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
も
の
さ
し
、
ハ
サ
ミ

申
込
期
間　
12
月
２
日
〜
13
日　

○
お
正
月
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

期
日　
12
月
27
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
崎
フ
ラ
ワ
ー

定
員　
先
着
20
人

参
加
費　

２
５
０
０
円
程
度

持
ち
物　
花
切
用
ハ
サ
ミ

申
込
期
間　
12
月
２
日
〜
12
日

問
　

 

生
涯
学
習
課
☎
62‐

１
１
３
０

▼

坊
沢
獅
子
踊
り
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　▲平成25年度北秋田市文化功労賞と奨励賞受賞者の皆さん

　
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
表
彰

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
芸
術
文
化
功
労
賞
（
１
団
体
２
個
人
）

▽
コ
ー
ル
つ
く
し
ん
ぼ

▽
伊
藤
清
美
さ
ん
（
米
内
沢
）

▽
長
岐
瑞
彦
さ
ん
（
七
日
市
）

■
芸
術
文
化
奨
励
賞
（
９
個
人
）

▽
武
石
正
敏
さ
ん
（
綴
子
）

▽
永
井
直
人
さ
ん
（
川
井
）

▽
笹
森
美
代
子
さ
ん
（
綴
子
）

▽
大
川
千
賀
子
さ
ん
（
坊
沢
）

▽
門
脇
春
江
さ
ん
（
阿
仁
水
無
）

▽
佐
藤
優
香
さ
ん
（
脇
神
）

▽
工
藤
康
大
さ
ん
（
下
杉
）

▽
佐
々
木
茂
さ
ん
（
阿
仁
荒
瀬
）

▽
武
藤
幸
雄
さ
ん
（
花
園
町
）

「
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
観
て

い
た
だ
き
た
い
」
〜
三
澤
教
育
長

　
表
彰
式
の
後
、
三
澤
教
育
長
は
「
遠
く

の
山
々
の
木
々
も
よ
う
や
く
色
づ
き
、
秋

も
本
格
的
に
深
ま
っ
て
き
た
感
じ
が
し
ま

す
。
ま
さ
に
芸
術
の
秋
真
っ
盛
り
と
い
っ

た
中
、
皆
さ
ん
の
芸
術
活
動
の
発
表
を
楽

し
む
文
化
祭
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
今
年

は
演
示
部
門
が
文
化
会
館
で
、
展
示
部
門

が
鷹
巣
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
沢

山
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
観
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
今
年
度
の
芸
術
文
化
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

　
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
の
演

示
部
門
が
文
化
会
館
で
11
月
３
日
と
４

日
の
２
日
間
、
展
示
部
門
が
鷹
巣
体
育

館
で
11
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
両
会
場
に
は
、

グ
ル
ー
プ
や
家

族
連
れ
な
ど
、

大
勢
の
市
民
ら

が
訪
れ
、
歌
や

踊
り
な
ど
の
芸

能
発
表
や
展
示

作
品
を
鑑
賞
し
、

文
化
の
秋
を
楽

し
み
ま
し
た
。

第
８
回
北
秋
田
市
文
化
祭

　
11
月
３
日
、
午
前
９
時
か
ら
始
ま
っ
た

演
示
部
門
で
は
、
は
じ
め
に
北
秋
田
市
文

化
祭
の
成
田
陸
雄
実
行
委
員
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
北
秋
田
地
区
更
生
保

護
女
性
の
会
コ
ー
ラ
ス
部
の
コ
ー
ラ
ス
を

皮
切
り
に
、
合
唱
や
民
謡
、
箏
曲
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

１
団
体
11
個
人
に
芸
術
文
化
表
彰

　
午
前
11
時
か
ら
は
、
平
成
25
年
度
北
秋

田
市
芸
術
文
化
表
彰
が
行
わ
れ
、
長
年
に

わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
市
文
化
功
労
賞
と
、

優
れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た
方

な
ど
に
贈
ら
れ
る
市
文
化
奨
励
賞
の
受
賞

者
に
三
澤
仁
教
育
長
が
賞
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
伊
藤
清
美
さ
ん
は

「
私
の
人
生
の
中
で
嬉
し
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
が
、
好
き
な
歌
や
音
楽
で
気

の
合
う
仲
間
同
士
と
活
動
が
で
き
、
そ
し

て
沢
山
の
方
々
に
励
ま
さ
れ
、
受
賞
で
き

た
こ
と
を
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
う
と
共
に
、

皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
市
の

芸
術
文
化
に
関

わ
る
多
く
の
皆

さ
ん
と
共
に
活

動
の
輪
が
広
が

る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
な
ど

と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

文
化
活
動
の
成
果
多
彩
に

文
化
活
動
の
成
果
多
彩
に

▲謝辞を述べる伊藤さん

ざ
い
ま
す
。
文
化
功
労
賞
受
賞
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
を
い
た
だ

き
、
市
の
芸
術
文
化
活
動
の
よ
り
一
層
の

振
興
に
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
。
文

化
奨
励
賞
受
賞
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も

意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
今
年
も
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
文
化
祭
が
多
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
後
、
記
念
公
演
と
し
て
秋
田
お
笑

い
大
使
の
落
語
家
・
桂
三
若
氏
が
特
別
寄

席
を
行
い
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
大
正
琴
や
日
舞
、

音
楽
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
朗
読
、
マ
ン
ド

リ
ン
演
奏
な
ど
、
各
団
体
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
、
鑑
賞
に
訪
れ
た
市
民

と
と
も
に
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

展
示
部
門

　
展
示
部
門
は
、
鷹
巣
体
育
館
を
会
場
に
、

11
月
２
日
か
ら
始
ま
り
、
会
場
に
は
日
頃

学
ん
で
い
る
公
民
館
講
座
や
自
主
活
動
な

ど
で
制
作
し
た
書
、写
真
、絵
画
、絵
手
紙
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
陶
芸
、
切
り
絵
な
ど
の

作
品
が
並
び
、
来
場
者
は
素
晴
ら
し
い
作

品
の
数
々
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
の
作
品
の
他
に
も
、
保
育

園
・
幼
稚
園
児
の
絵
画
、
小
中
学
生
の
絵

画
や
書
道
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
が
、
子
ど
も
の
作
品
を
見
つ
け

て
写
真
を
撮
っ
た
り
、
他
の
作
品
と
見
比

べ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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平
成
25
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
表
彰

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
芸
術
文
化
功
労
賞
（
１
団
体
２
個
人
）

▽
コ
ー
ル
つ
く
し
ん
ぼ

▽
伊
藤
清
美
さ
ん
（
米
内
沢
）

▽
長
岐
瑞
彦
さ
ん
（
七
日
市
）

■
芸
術
文
化
奨
励
賞
（
９
個
人
）

▽
武
石
正
敏
さ
ん
（
綴
子
）

▽
永
井
直
人
さ
ん
（
川
井
）

▽
笹
森
美
代
子
さ
ん
（
綴
子
）

▽
大
川
千
賀
子
さ
ん
（
坊
沢
）

▽
門
脇
春
江
さ
ん
（
阿
仁
水
無
）

▽
佐
藤
優
香
さ
ん
（
脇
神
）

▽
工
藤
康
大
さ
ん
（
下
杉
）

▽
佐
々
木
茂
さ
ん
（
阿
仁
荒
瀬
）

▽
武
藤
幸
雄
さ
ん
（
花
園
町
）

「
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
観
て

い
た
だ
き
た
い
」
〜
三
澤
教
育
長

　
表
彰
式
の
後
、
三
澤
教
育
長
は
「
遠
く

の
山
々
の
木
々
も
よ
う
や
く
色
づ
き
、
秋

も
本
格
的
に
深
ま
っ
て
き
た
感
じ
が
し
ま

す
。
ま
さ
に
芸
術
の
秋
真
っ
盛
り
と
い
っ

た
中
、
皆
さ
ん
の
芸
術
活
動
の
発
表
を
楽

し
む
文
化
祭
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
今
年

は
演
示
部
門
が
文
化
会
館
で
、
展
示
部
門

が
鷹
巣
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
沢

山
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
観
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
今
年
度
の
芸
術
文
化
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

多くの作品が並んだ鷹巣体育館の展示会場

　
11
月
３
日
、
午
前
９
時
か
ら
始
ま
っ
た

演
示
部
門
で
は
、
は
じ
め
に
北
秋
田
市
文

化
祭
の
成
田
陸
雄
実
行
委
員
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
北
秋
田
地
区
更
生
保

護
女
性
の
会
コ
ー
ラ
ス
部
の
コ
ー
ラ
ス
を

皮
切
り
に
、
合
唱
や
民
謡
、
箏
曲
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

１
団
体
11
個
人
に
芸
術
文
化
表
彰

　
午
前
11
時
か
ら
は
、
平
成
25
年
度
北
秋

田
市
芸
術
文
化
表
彰
が
行
わ
れ
、
長
年
に

わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
市
文
化
功
労
賞
と
、

優
れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た
方

な
ど
に
贈
ら
れ
る
市
文
化
奨
励
賞
の
受
賞

者
に
三
澤
仁
教
育
長
が
賞
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
伊
藤
清
美
さ
ん
は

「
私
の
人
生
の
中
で
嬉
し
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
が
、
好
き
な
歌
や
音
楽
で
気

の
合
う
仲
間
同
士
と
活
動
が
で
き
、
そ
し

て
沢
山
の
方
々
に
励
ま
さ
れ
、
受
賞
で
き

た
こ
と
を
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
う
と
共
に
、

皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
市
の

芸
術
文
化
に
関

わ
る
多
く
の
皆

さ
ん
と
共
に
活

動
の
輪
が
広
が

る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
な
ど

と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

ざ
い
ま
す
。
文
化
功
労
賞
受
賞
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
を
い
た
だ

き
、
市
の
芸
術
文
化
活
動
の
よ
り
一
層
の

振
興
に
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
。
文

化
奨
励
賞
受
賞
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も

意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
今
年
も
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
文
化
祭
が
多
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
後
、
記
念
公
演
と
し
て
秋
田
お
笑

い
大
使
の
落
語
家
・
桂
三
若
氏
が
特
別
寄

席
を
行
い
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
大
正
琴
や
日
舞
、

音
楽
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
朗
読
、
マ
ン
ド

リ
ン
演
奏
な
ど
、
各
団
体
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
、
鑑
賞
に
訪
れ
た
市
民

と
と
も
に
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

展
示
部
門

　
展
示
部
門
は
、
鷹
巣
体
育
館
を
会
場
に
、

11
月
２
日
か
ら
始
ま
り
、
会
場
に
は
日
頃

学
ん
で
い
る
公
民
館
講
座
や
自
主
活
動
な

ど
で
制
作
し
た
書
、写
真
、絵
画
、絵
手
紙
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
陶
芸
、
切
り
絵
な
ど
の

作
品
が
並
び
、
来
場
者
は
素
晴
ら
し
い
作

品
の
数
々
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
の
作
品
の
他
に
も
、
保
育

園
・
幼
稚
園
児
の
絵
画
、
小
中
学
生
の
絵

画
や
書
道
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
が
、
子
ど
も
の
作
品
を
見
つ
け

て
写
真
を
撮
っ
た
り
、
他
の
作
品
と
見
比

べ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　▲北秋田市老人クラブ連合会　▲日本民謡協会秋田鷹巣会

　▲ケアロハフラオハナタカノス 　▲なおこバレエスタジオ

　▲藤蔭流たかのす鳳扇会 　▲生田流箏曲日本当道会碇谷社中
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財政白書財政白書財政白書
平成25年度上半期

　市では、市民の皆さんに市の財政事情を知っ
ていただくために、毎年２回一般会計、特別会
計の執行状況を公表しています。
　今回は平成25年度上半期（平成25年４月１日
～９月30日）の結果を公表します。収入、支出
状況など市の財政事情は次のとおりです。
（一時借入金及び会計間の相互流用金を除く、繰
越明許費を含む）

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況

6億8,291万5千円（35.4％）

1億2,678万3千円（21.5％）

980万円（0.3％）

項　　　目 予　算　額

102億3,988万8千円

29億6,122万3千円

22億513万1千円

32億450万円

19億2,796万2千円

5億8,987万5千円

2億7,060万8千円

3億4,733万4千円

地 方 交 付 税

市 　 　 　 税

県 支 出 金

市 　 　 　 債

国 庫 支 出 金

諸 収 入

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

そ の 他
（分担金、使用料等） 15億1,771万6千円

項　　　目 予　算　額

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

公 債 費

そ の 他

20億5,197万1千円

57億5,721万7千円

25億5,123万3千円

11億342万6千円

29億5,158万5千円

18億4,478万7千円

22億5,785万8千円

26億1,439万3千円

21億3,176万7千円

40億 100億70億

7,222万7千円（26.7％）

1億9,115万8千円（55.0％）

12億4,696万2千円（82.2％）

予　　算　　額
収入・支出済額

6億1,069万1千円（27.0％）

4億1,169万9千円（22.3％）

9億5,361万2千円（32.3％）

13億2,231万9千円（50.6％）

50億10億 20億 30億 40億

9億1,741万1千円（44.7％）

20億5,001万1千円（35.6％）

9億7,801万3千円（38.3％）

3億594万5千円（27.7％）

6億298万7千円（28.3％）

17億2,036万5千円（58.1％）

20億 30億10億

歳　 出
予　　算 232億6,423万7千円

支出済額 81億5,268万8千円

支出割合 35.0　％

2億5,679万2千円（11.6％）

歳　 入
予　　算 232億6,423万7千円

収入済額 122億308万円

収入割合 52.5　％

〜〜

78億9,607万8千円（77.1％）
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特 別 会 計 予 算 執 行 状 況

市 民 の 負 担 状 況

用語の解説
【一般会計と特別会計】　地方公共団体の会計は、本来単一の会計によって整理されるのが理想とされています
が、実際の行政活動は広範多岐にわたっているのが現状です。
　　そこで、地方公共団体の基本的な経費を「一般会計」、特定の事業を行う場合の経費を「特別会計」とし
て区別をしています。

【主な歳入項目】　「地方交付税」＝歳入の中で最も大きな財源で、国が使いみちを指定せずに交付するもの　／
　「国庫支出金」＝国が使いみちを指定して交付するもの　／　「市債」＝市の借り入れ金など
　「諸収入」＝各種貸付金や預託金収入　／　「地方譲与税」＝地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、航空機燃
料譲与税として市町村へ交付されるもの

　９月末現年度（調定額から　）

直

接

税

間
接
税

市 民 税 個 人 分

市 民 税 法 人 分

純 固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

合　　　計

市民１人当たり（円／人）
7万3,781円　

市 た ば こ 税

国 民 健 康 保 険 税

9億6,396万6千円

9,144万1千円

14億8,919万4千円

7,897万3千円

26億2,357万4千円

1億2,258万7千円 3,447円 8,511円

6万8,147円6億2,259万4千円

（平成25年９月末　人口35,559人、世帯数14,403世帯）

10万8,070円

（平成25年９月末　加入被保険者数 9,136人、加入世帯数 5,761世帯）

会計区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
43億2,911万2千円
2億1,832万6千円
53億5,453万9千円
1億2,877万6千円
7億4,864万5千円
3億7,689万6千円
17億7,896万7千円

2,478万2千円
4億2,750万円
2億3,602万円

1億9,922万9千円

5,538万6千円

138億7,817万8千円

（坊沢・綴子・栄・沢口・七日市・
　米内沢・前田・阿仁合・大阿仁）

45.6％
36.2％
42.5％
5.5％
47.1％
37.2％
23.9％
57.2％
46.2％
37.6％
44.8％

667.4％

43.3％

１世帯当たり（円／世帯）
18万2,155円　

国 民 健 康 保 険
合 川 診 療 所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水
下 水 道 事 業
特 定 地 域 生 活 排 水
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所
財 産 区

合 　 　 計

19億7,238万円
7,897万9千円

22億7,760万5千円
708万6千円
3億5,252万円

1億4,007万9千円
4億2,482万7千円
1,416万3千円

1億9,760万2千円
8,884万6千円
8,919万1千円

3億6,965万6千円

60億1,293万4千円

19億982万2千円
9,274万6千円

20億1,937万2千円
6,139万4千円

2億4,902万1千円
1億6,666万4千円
6億8,507万6千円

545万円
1億4,417万8千円
1億159万5千円
9,290万3千円

204万2千円

55億3,026万3千円

44.1％
42.5％
37.7％
47.7％
33.3％
44.2％
38.5％
22.0％
33.7％
43.0％
46.6％

3.7％

39.8％
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　「青葉荘」休館のお知らせ
　老人憩いの家「青葉荘」を冬
期間休館します。
　期間　12月１日～３月31日
　　高齢福祉課　☎62-6639問

種目　ファミリーコース２㎞
　　　チャレンジコース４㎞
集合場所　中央公民館　
参加受付　9:00 ～（開会式9:50）
スタート　10:30（同時スタート）
参 加 料　300円（ゼッケン代）
申込期限　12月25日（水）
※当日の申し込みも可能ですが完
走証に名前が記入されません
　　　鷹巣体育館　
　　　　☎62-3800　　62-3801

家族みんなで
　参加しよう！
家族みんなで
　参加しよう！

元旦マラソン元旦マラソン

１１/
（水）

申問

　工事に伴い下記期間が休館と
なります。ご迷惑をおかけしま
すが、ご協力をお願いします。
■工事予定期間 
　平成26年 1月14日～19日
　平成26年 1月25日～２月27日

文化会館の大ホール改修工事文化会館の大ホール改修工事

　　文化会館　☎62-3311問

商店街カレッジを開校します！

　　実施日（12月）
３、７日
４日
４日
4、8、11、15、18、22日
４、11、18日
４、11、18、25日
４、11、18、25日
10日
21、22日

　　　　　　　　テ　ー　マ　
日本の食文化を学ぶ～蕎麦と日本酒の雑学講座～
親子でクリスマスケーキ
パソコンプリンターでこんな事ができる！
クリスマス・お正月フラワーアレンジメント
介護予防筋力アップ教室
音楽を楽しもう！（ギター・キーボード・弾き語りレッスン）
クラフトバンド手芸
魚の姿づくりマスター講座
ＩＨクッキングヒーターの料理教室

　　商工会　☎62-1850問

※全ての講座には申込みが必要ですので、申込みの際に各講座の実施
時間や持ち物などを確認してください。各講座の受講料は無料ですが、
内容によって材料費がかかる講座もあります。

　商店街を大学の仮想キャンパスと見立て、店主が教授、消費者が生
徒というスタイルで行う少人数・少時間のミニ講座です。
　各店舗が保有するノウハウや技術を学びましょう！

体 験 入 学 会 開 催 ！
日時 場所　　　12月１日（日）10時から　　　　
スキーワックス講習会／入門！介護予防体操／蕎
麦打ち体験／魚の姿づくり講座／クラフトバンド
手芸／太陽光発電とは／フラワーアレンジメント

中央公民館

前売



　

す
こ
や
か
健
康
講
座

　

バ
ス
送
迎
も
あ
り
ま
す
の
で
、利
用
さ

れ
る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】

会
場　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
第
１
回　
運
動
と
健
康

日
時　
12
月
11
日（
水
）13
時
30
分
〜
15
時

内
容　
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
」

講
師　
毛
利
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
院
長　
毛
利
尚
宣　
氏

▽
第
２
回　
脳
と
健
康

日
時　
12
月
24
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時

内
容　
「
認
知
さ
れ
て
い
な
い
認
知
症
」

講
師　
北
秋
田
市
民
病
院　

　
　
　
副
院
長　
平
田　
温　
氏

▽
第
３
回　
栄
養
と
健
康

日
時　
１
月
７
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時

内
容　
「
健
康
を
つ
く
る
毎
日
の
食
事
」

講
師　
大
館
ホ
テ
ヤ
学
園　

　
　
　
大
館
調
理
師
専
門
学
校

　
　
　
校
長　
布
袋
屋
幸
穂　
氏

▽
第
４
回　
お
口
と
健
康

日
時　
１
月
20
日（
月
）13
時
30
分
〜
15
時

内
容　
「
健
康
は
歯
か
ら
」

講
師　
北
秋
田
市
阿
仁
診
療
所　

　
　
　
歯
科
医
師　
小
松
直
子　
氏

▽
第
５
回　
病
気
と
健
康

日
時　
１
月
29
日（
水
）13
時
30
分
〜
15
時

内
容　
「
ピ
ロ
リ
菌
と
は
い
っ
た
い
何
者
」

講
師　
遠
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　
院
長　
遠
藤
勝
實　
氏

　
　
　
健
康
推
進
課　
☎
62‐
６
６
６
６

　
母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
12
月
２
日（
月
）、９
日（
月
）

　
　
　
16
日（
月
）

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

　
12
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
12
月
17
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
８
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
12
月
17
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
25
年
５
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
12
月
13
日（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
24
年
12
月
生
ま
れ
の
子

　
　
　
　
平
成
25
年
１
月
生
ま
れ
の
子

　

 　
　

　

健
康
相
談

場
所
／
期
日　

▽
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー　
12
月
５
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等

持
ち
物　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
）

　

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

日
時　
12
月
13
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

精
神
保
健
相
談・老
人
精
神
保
健

　

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
12
月
19
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
５

　

健
康 　
　

  

健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

■
12
月
４
日（
水
）全
血 【
鷹
巣
地
区
】

　
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
12
月
16
日（
月
）全
血 【
鷹
巣
地
区
】

　
い
と
く
鷹
巣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
10
時
〜
12
時

　
吉
野
の
郷

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す

　
15
時
〜
16
時
30
分

献
血
日
程

献
血
日
程

申
問

助
成
対
象
者　

①
北
秋
田
市
に
住
所
を
有
し
、
接
種

日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
方　
　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
・
肺
・

肝
機
能
な
ど
に
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方

③
１
回
目
の
接
種
か
ら
５
年
以
上
経

過
し
、
医
師
に
再
接
種
が
必
要
と
認

め
ら
れ
た
方

助
成
実
施
期
間

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

※
市
内
医
療
機
関
へ
事
前
に
予
約
の

う
え
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い

助
成
金
額　

１
人
３
０
０
０
円

自
己
負
担
額

　
接
種
料
金
か
ら
助
成
金
額
を
差
し

引
い
た
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

　
　

助
成
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
高
齢
者
の
た
め
の
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
の
助
成
期
間
を
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
肺
炎
の
全

て
を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
感
染
す
る
機
会
の
多
い
肺

炎
球
菌
の
ほ
と
ん
ど
に
対
し
、
１
回

の
接
種
で
有
効
な
免
疫
が
で
き
、
免

疫
が
約
５
年
持
続
し
ま
す
。

広報きたあきた　2013.　12.　117

問



お
知
ら
せ

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　
世
界
保
健
機
構（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）で
は
、
エ
イ

ズ
の
予
防
と
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
の
解

消
を
目
的
と
し
て
、
12
月
１
日
を「
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

　
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
検
査
及
び
相
談
を

希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
６

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

▽
エ
ク
セ
ル
関
数
応
用
講
習

期
間　
12
月
12
日（
木
）〜
13
日（
金
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

内
容　
エ
ク
セ
ル
関
数
と
そ
の
応
用
、

デ
ー
タ
を
自
在
に
扱
う
便
利
技
の
取
得

対
象　
エ
ク
セ
ル
関
数
初
心
者
と
中
級
者

定
員　
10
人　
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
５
０
円

申
込
締
切　
12
月
３
日
（
火
）

　
　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校☎

84‐
８
３
５
１

　
平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

　
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以
上

の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成

25
年
12
月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。
調

査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
調
査
統
計
課
経
済
統
計
班

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
２
５
５

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」の
ご
案
内

　
借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の

相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

（
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
日・祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
４
１
９
６

秋
田
県
司
法
書
士
会 

無
料
相
談
会

日
時　
12
月
18
日（
水
）14
時
〜
16
時

場
所　
大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　
不
動
産・会
社・法
人
登
記
／

多
重
債
務
／
成
年
後
見　
な
ど

相
談
方
法　
面
談
に
よ
る
相
談

予
約
締
切　
12
月
13
日（
金
）　
15
時

　
※
先
着
順
に
８
件
で
締
め
切
り
ま
す

（
予
約
専
用
電
話
）

☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
０
５
５

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
１
８
７

で
ま
え
わ
く
わ
く
美
術
展

　
県
特
別
支
援
学
校
文
化
祭
わ
く
わ
く
美

術
展
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
の
入
賞
作
品
と
比

内
養
護
学
校
、
か
づ
の
分
校
、
た
か
の
す

分
校
の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
12
月
14
日（
土
）〜
18
日（
水
）

時
間　
９
時
〜
21
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

場
所　
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
大
館
店

　
　
比
内
養
護
学
校

　
　
　
☎
０
１
８
６‐55‐
２
１
３
１
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読書感想画北秋田市読書感想文
コンクール作品募集のお知らせ

平成25年度

【共通事項】
◆応募資格　北秋田市に在住、在学、在勤する方
◆応募先　鷹巣図書館　北秋田市材木町２番３号
◆応募方法　読書感想文・感想画とも、応募票に
必要事項を記入の上、貼付してください。
★幼稚園・保育園児、小・中学生は、所属する園
および学校を通じて応募してください。　
★高校生、一般の方は、図書館と各公民館に応募
用紙がありますので、忘れずに貼付してください。

◆締切日　平成26年１月31日（金）
◆発表　所属する学校や園を通じて、また一般の
応募者には直接通知するとともに、市の広報など
で発表します。
◆表彰及び表彰式　特選、入選、佳作に選ばれた
方々に、賞状と記念品を授与します。表彰式は、
平成26年３月１日（土）に合川農村環境改善セン
ターで行います。

◎お問い合わせ　
鷹巣図書館（文化会館内）

☎62-3311

　【読書感想画】
◆応募区分　▽幼稚園・保育園の部（年長児）
▽小学校の部（１・２年生で学年ごと）
◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想を
絵に描いてください。応募作品は未発表のもので
１人１点とします。ただし、教科書、雑誌は対象外。
◆用紙　四つ切版の画用紙（色、縦・横は自由）
を用い、素材は自由（絵の具、クレヨンなど）と
します。

　【読書感想文】
◆応募区分　▽小学校の部（３年生以上で学年ご
と）▽中学校の部（学年ごと）▽高校・一般の部
◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想を
綴ってください。応募作品は未発表のもので１人
１点とします。ただし、教科書、雑誌は対象外。
◆字数及び用紙　400字詰原稿用紙を使用し、小
学校の部は原稿用紙３枚以内、その他の部につい
ては５枚以内とします。なお、１行目には題名、
次の行に学校名・学年及び氏名をお書きください。



◆
雪
捨
て
で
上
げ
た
側
溝
の
ふ
た
は

す
ぐ
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

◆
自
宅
前
は
自
分
で
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！

◆
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！

　
路
上
駐
車
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
に
、
道
幅
が
せ

ま
く
な
り
ま
す
。
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原
因
と
な
る

ほ
か
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
自
宅
前
は
自
分
で
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
！

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
ど
う
し
て
も
雪
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
通
勤
や
通
学
時
間
帯
ま
で
に
交
通
確

保
す
る
た
め
、
沿
道
一
軒
一
軒
の
出
入
り
口
除
雪
や

各
家
庭
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
作
業
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
自
宅
前
の
除
雪
に
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
年
寄
り

世
帯
な
ど
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
近
隣
で
の
ご
協
力

に
よ
る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
道
路
に
雪
を
捨
て
ら
れ
る
と
、
交
通
の
支
障
と
な

り
事
故
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
排
雪
の
際
は
、
市
指
定
の
雪
捨
て
場
を
利
用
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
雪
捨
て
で
上
げ
た
側
溝
の
ふ
た
は

す
ぐ
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
！

　
歩
行
者
の
転
落
や
、
車
が
脱
輪
し
て
し
ま
う
な
ど

の
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
作
業
後
は
、
す
ぐ

に
元
ど
お
り
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
雪
捨
て
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様
河
川
管
理

者
の
許
可
を
得
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
市
建

設
課
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

　
市
で
は
、
降
雪
時
の
『
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
』

た
め
、
適
切
な
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
効
率
よ
く
安
全
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

点
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
道
・
雪
捨
て
場

建
設
課
（
森
吉
庁
舎
内
） 

☎
72‐

３
１
１
６

◆
国
道
７
号

国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所

大
館
国
道
出
張
所　
☎
０
１
８
６‐

49‐

０
３
２
１

◆
国
道
１
０
５
・
２
８
５
号
、
県
道

北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部 

☎
62‐

１
８
３
４

お問い合わせ

◆
深
夜
、早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
願
い
ま
す
！

◆
沿
線
の
空
き
地
、
田
畑
の

利
用
に
協
力
く
だ
さ
い
！

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
深
夜
、早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
願
い
ま
す
！

　
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な
い
深
夜
か
ら
早

朝
に
か
け
て
行
う
た
め
、
除
雪
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
や

振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
快
適
で
安
全

な
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
沿
線
の
空
き
地
、
田
畑
の

利
用
に
協
力
く
だ
さ
い
！

　
道
路
沿
い
の
空
き
地
や
田
畑
に
雪
を
押
し
出
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
！

　
歩
道
な
ど
へ
乗
入
れ
る
た
め
の
『
歩
み
板
』
や

道
路
に
置
い
て
あ
る
物
は
、
除
雪
車
が
引
っ
か
け
て

周
囲
の
物
を
壊
し
て
し
ま
う
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
の
税

率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
消
費

税
の
総
額
表
示
義
務
に
つ
い
て
は
、
税
込

価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た
め
の
措

置
を
講
じ
れ
ば
、
税
込
価
格
の
表
示
を
し

な
く
て
も
よ
い
と
す
る
特
例
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
（
表
示
例
・
１
０
０
円
（
税
抜
））。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

　
　
大
館
税
務
署

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６‐42‐
０
６
７
１

冬
期
間
の
水
道
に
関
す
る
お
願
い

　
冬
期
間
の
寒
波
は
水
道
の
大
敵
で
す
。

寒
さ
の
厳
し
い
日
や
家
を
留
守
に
す
る
と

き
は
、
凍
止
め
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
鷹
巣
地
区
の
冬
季
検
針
の

際
に
、
積
雪
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
な
ど
に

よ
り
メ
ー
タ
ー
を
確
認
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ま
わ
り
の

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
課
業
務
係

　
☎
72‐
３
１
１
３

片
野
重
脩
交
通
遺
児
奨
学
会

推
薦
募
集
の
お
知
ら
せ

申
込
資
格　
高
校
に
進
学
又
は
在
学
す
る

交
通
遺
児
で
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
方

給
付
金
　
月
額
１
６
０
０
０
円

申
込
方
法
　
学
校
を
通
じ
て
申
請
書
類
を

請
求
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
平
成
26
年
１
月
31
日
必
着

　
　
片
野
重
脩
交
通
遺
児
奨
学
会
事
務
局

☎
０
１
８
２‐32‐
４
１
５
２

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す

る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国

際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ

の
抑
止
を
図
る
た
め
の
週
間
で
す
。

啓
発
週
間
　
12
月
10
日（
火
）〜
16
日（
月
）

　
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
の
情
報
を
お
持

ち
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
北
秋
田
警
察
署　
☎
62‐
１
２
４
５

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合 川 庁 舎 前
　〃　森 吉 庁 舎 前
　〃　阿 仁 庁 舎 前
クリーンリサイクルセンター前
一 般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.07
0.05
0.06
0.06
0.06
0.04
0.04

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（11月15日測定）空間線量調査（11月15日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

し
げ
な
が

　　健康推進係　☎62-6666問
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がん検診を受診しましょう

　農業用機械に使用する軽油の免税証交付申請の集合受付
を行いますので、交付を希望する方は必要書類を準備のうえ、
申請してください。原則、下期日時以外は受付を行いませ
んので、交付を希望する場合は、必ず申請をしてください

日時　平成26年１月８日(水)10:00～11:30／13:00～15:30
場所　北秋田地域振興局　第１・２会議室　

　　秋田県総合県税事務所北秋田支所　☎0186-49-2211
　　秋田県総合県税事務所課税第二課　☎018-860-3341
問

子宮頸がん・卵巣腫瘍検診
対象者
　○20から39歳の女性
　○40歳以上の偶数年齢女性
検査内容
　問診、視診、細細胞、超音波検査
医療機関
　北秋田市民病院／佐々木産婦人科

乳がん検診
対象者
　○40歳以上の偶数年齢女性
検査内容
　問診、視触診、マンモグラフィー検査
医療機関
　北秋田市民病院／うえだクリニック

※検診料金や無料クーポンの対象年齢は
「25年度健康ガイド」で確認してください。

軽油引取税免税証（農業用）の交付申請を受け付けます軽油引取税免税証（農業用）の交付申請を受け付けます軽油引取税免税証（農業用）の交付申請を受け付けます

交付申請に必要な書類等
免税軽油使用者証
機械の購入証明書
免税軽油使用者証交付申請書
誓約書
秋田県証紙（400円）　※交付時
免税証交付申請書
農業委員会が交付する耕作証明書
免税軽油の引取りなどに係る報告書
前年購入した軽油の納品書又は購入証明書
印鑑
未使用免税証

新規

○
○
○
○
○
○

○

更新
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

継続
○

○
○
○
○
○
○

書換
○
○

○
○
○
○
○
○



市営住宅
入居者募集

鷹巣東
小学校
鷹巣東
小学校

米代川米代川

鷹ノ巣駅鷹ノ巣駅

秋田北鷹
高等学校
秋田北鷹
高等学校

工
事
区
間

工
事
区
間

24 鷹巣橋鷹巣橋

市役所市役所
◎◎

鷹巣体育館鷹巣体育館

105105

市道（堤防）通行止めのお知らせ市道（堤防）通行止めのお知らせ
　堤防盛土・舗装工事により、市道米代川堤防線
を通行止めにしています。皆様にはご迷惑をおか
けしますが、ご協力をお願いします。
【工事場所】　米代川右岸堤防（鷹巣橋～栄橋）
　　　　　　鷹巣西大柳岱～綴子船場　地内
【規制期間】　平成 26年３月 31日まで
【規制期間】　車両、歩行者とも終日通行止め

※施工完了箇所
より順次通行を
開放します

　　能代河川国道事務所鷹巣出張所　☎62‐1226

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13‐2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額13,900～27,400円
トイレ：汲取　給湯:無　浴室：浴槽無
②胡桃館団地･･･綴子字胡桃館2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額16,200～31,800円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
③高野尻団地･･･綴子字高野尻90‐2（２戸募集）
木造平屋２戸建１ＬＤＫ　月額15,800～31,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
④林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,700～19,000円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
⑤田の沢団地･･･川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★
木造２階建４戸建２ＬＤＫ　月額19,500～38,400円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス　（共益費400円）
⑥冷水岱団地･･･米内沢字冷水岱94‐1
木造平屋４戸建２ＤＫ 月額17,900～35,100円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑦三両団地･･･阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,100～20,400円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
⑧東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49‐1★
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,300～20,300円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
⑨サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,500円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有　（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【受付期間】　第１回　12月２日（月）～６日（金）
　　　　　　第２回　12月16日（月）～20日（金） 
※第２回の募集住戸については、12月12日以降にお
問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

【現地案内の日時】　第１回　12月４日（水）又は５
日（木）／第２回　12月17日（火）又は18日（水）
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問

記帳・帳簿などの保存制度の対象者が
平成26年１月から拡大されます

　事業所得などを有する白色申告の方に対する現
行の記帳・帳簿などの保存制度について、平成26
年１月から対象となる方が拡大されます。
■保存が必要な書類
○収入金額や必要経費を記載した帳簿
○受け取った請求書・領収書　など
■現行の対象者
　白色申告の方のうち、前々年分または前年分の
事業所得などの合計額が300万円を超える方

平成26年１月から対象となる方
　事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべ
き業務を行う全ての方（所得税の申告の必要がな
い方も、記帳・帳簿などの保存制度の対象です）

　詳しくは、国税庁ホームページをご覧になるか、
大館税務署にお問い合わせください。
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）

　　大館税務署　☎0186‐42‐0671
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入
札
結
果
の
公
表《
10
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▽
根
子
小
学
校
解
体
工
事
／
１
６
６
９

万
５
０
０
０
円
／
㈱
上
杉
組
▽
高
村
岱

倉
庫
解
体
工
事
／
３
２
２
万
２
４
５
０

円
／
㈲
ミ
サ
ワ
ハ
ウ
ス
▽
北
秋
田
市
民

病
院
ア
ー
チ
設
置
工
事
／
１
２
０
１
万

２
０
０
０
円
／
㈲
武
石
工
務
店
▽
管
理

省
力
化
施
設
整
備
工
事（
鷹
巣
３
号
）／

２
６
６
７
万
円
／
三
光
テ
ク
ノ
㈱
大
館

営
業
所
▽
管
理
省
力
化
施
設
整
備
工
事

（
鷹
巣
４
号
）／
３
０
１
３
万
５
０
０
０

円
／
大
館
桂
工
業
㈱
北
秋
田
営
業
所
▽

道
路
改
良
工
事（
そ
の
他
市
道　

昭
和
〜

合
地
線
）／
１
６
９
５
万
７
５
０
０
円
／

㈲
長
岐
建
設
▽
北
秋
田
市
４
庁
舎
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
工
事
／
２
８
７
万
７
０
０

　

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
10
月
》

▽
慶
弔
費　
４
万
８
５
０
０
円（
６
件
）

▽
会　
費　
２
万
８
０
０
０
円（
３
件
）

▽
そ
の
他　

２
万
４
８
０
０
円（
１
件
）

▽
合　
計　
10
万
１
３
０
０
円（
10
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

電話番号
62‐2261
63‐0515
60‐1055
63‐0105
69‐7311
62‐1400
62‐7001
62‐1101
62‐1155
72‐4501
78‐3161
82‐2351
62‐7001
63‐2700
63‐0515
62‐2261
69‐5300
63‐0105
63‐2700
62‐1101
62‐1400
62‐7001
62‐1146
72‐4501
78‐3161
60‐1055
62‐2882
62‐1155
69‐7311
62‐7001
62‐7001

医 療 機 関 名
津 谷 内 科
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
う え だ ク リ ニ ッ ク
佐々木産婦人科医院
児玉内科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
北 秋 田 市 民 病 院
盛 岡 外 科 医 院
近 藤 医 院
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
毛利整形外科クリニック
佐々木産婦人科医院
たむら内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
う え だ ク リ ニ ッ ク
藤 原 医 院
近 藤 医 院
児玉内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院

（診療時間 18：30～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

お
知
ら
せ

100歳おめでとうございます!100歳おめでとうございます!

吉田武治さん（米内沢）
大正２年11月15日生まれ

11月15日の祝品贈呈式
（もりよし荘）
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書
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☎
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３
３
１
１
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吉
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☎
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４
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（
２
、９
、16
、24
日
）

▽耳鼻咽喉科（12月）
　休診日＝11日（水）
　午後休診日＝16日（月）、
　　　　　　　27日（金）

北秋田市民病院北秋田市民病院
休診日、受付時間等の変更のお知らせ

総人口　35,526人（33人減）【165人（ ０人 ）】
男　　 16,584人（17人減）【   17人（2人減）】
女　　 18,942人（16人減）【148人（2人増）】

出生　22人【０人】　　転入　48人【５人】
死亡　49人【０人】　　転出　54人【５人】
世帯数 14,403世帯（増減なし）【158世帯】
※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

人口と世帯数
※10月31日現在住民基本台帳による 国

民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

第
６
期

第
４
期

  

の
納
期
限（
12
月
25
日
）

税
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旅割・旅行パック商品はもちろん、今年から特割
商品（一部）も申請できるようになりました。

大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ

    助 成 額　

片道 2,500円

    助 成 額　

片道 2,500円

市民
限定

市民
限定

■対象者
 搭乗する日において北秋田市に住所を有する方
■申請期限
 搭乗した日から起算して30日以内
■申請書類
 補助金交付申請書／搭乗券
■申請先　生活課又は各総合窓口センター

（問）商工観光課観光振興係　☎72-5243

 補助金交付申請書／搭乗券
■申請先 生活課又は各総合窓口センター

補助対象期間
12月１日～平成26年３月31日

（問）阿仁スキー場　☎82-3311

ゴンドラ・リフト料金
１日券
　〃
　〃

（おとな）
（シニア）

一般市民
3,400円
2,400円

2,900円
2,000円

（小学生） 1,500円

◆営業時間　
  8:30～16:00
◆ゴンドラ運行時間
　9:00～16:00
　（下り最終15:30）

ホームページ
http://www.aniski.jp/
ホームページ
http://www.aniski.jp/

　〃
　〃

ホームページホームページホームページホームページ
http://www.aniski.jp/http://www.aniski.jp/http://www.aniski.jp/http://www.aniski.jp/

森吉山の森吉山の

樹氷
おとな往復券
小学生往復券

1,600円
 800円

1,400円
 700円

市民 一般ゴンドラ料金
■樹氷総合案内所
　１月11日（土）～
　　　　３月9日（日）

大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ
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　市役所・各窓口センターでの各種証明書等の年内の交付手続きは、12月27日（金）までに済
まされるようお願いします。「　」は休みの日です。それ以外は平常業務となります。●休

１２月 １月

大太鼓
叩き初め

無休（営業時間等は各施設へお問い合わせください）

施設の名称等

市役所／分庁舎／各地区総合窓口センター
中央公民館／合川公民館／森吉公民館／阿仁公民館／
各地区公民館／文化会館／鷹巣図書館／森吉図書館／
みちのく子供風土館／交流センター／浜辺の歌音楽館
各地区体育館／市民プール
北秋田市民病院
大太鼓の館
四季美館
湯の岱温泉
クリーンリサイクルセンター
鷹巣斎場・清幸苑
鷹巣埋立地最終処分場
長下処分場
し尿の汲み取り（年内収集の申込みは20日まで）
ひまわりの家
クウィンス森吉／森吉山荘／打当温泉マタギの湯

年末年始のご案内（市役所・各施設など）年末年始のご案内（市役所・各施設など）

27日
（金）

28日
（土）

29日
（日）

30日
（月）

31日
（火）

１日
（水）

２日
（木）

３日
（金）

４日
（土）

５日
（日）

６日
（月）

●休 ●休 ●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休●休●休
●休 ●休

●休17時まで
営業

●休●休 ●休 ●休 ●休
●休 ●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休
●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休

●休 ●休


